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（特非）　ラブグリーンジャパン

「子どもとつくる。未来の地球プロジェクト」
SDGsスクール活動の実践

ネパール・タハ市の里山における水と土の
環境を次世代に繋げる

 大分県大分市活動地域

活動地域

SDGsスクール
参加者 1,353 人
SDGsイベント
参加者 264 人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 80 ％

ゴミ収集量 2,420 kg

イベント参加人数 756 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 70 ％

実 践

ひろげる助成

2年目

実 践

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
● SDGsプロジェクトを子どもたちと行い、子どもたち
の提案で修学旅行や宿泊のキャンプの活動を行った
● フードロス削減の活動では、フードバンクを活用した
り、周辺の耕作放棄地を活用して団体内での食料自
給率を上げた
● SDGsイベントでは、264人の参加があり、より多く
の市民が体験的にSDGsに関する活動へ参加できた
● 昨年度より、参加者数・活動数は大幅に増えた。また
活動に参加する子どもたちが自己肯定感を取り戻す
シーンが多くあった

活動内容と成果
●学校環境教育活動　8校　233人参加
●その他啓発活動　6回　138人参加
● パンフレットを作成し、啓発活動時等に配布した　

1,000部　（昨年作成したビデオを使用した）
●啓発看板を8基設置した
●清掃活動　8回実施　163人参加　2,420kg回収
●植林　172本
●水質・土壌調査を各1回実施
●分別場に改修を行った　1基
●コンポスト研修を行った　21人参加
●バイオガスを併設したトイレを10基設置
●ホームステイ研修を開催した　延べ99人参加
●モデルハウスを10施設整備した

課　題
大分県のフリースクールで受け入れきれない数の不
登校児童が存在する。彼らの学ぶ機会を確保し、活動
を周知するとともに、子どもたちの自己肯定感を取
り戻す。

目　標
体験的に活動をすすめることで、環境や自然から学
びSDGsへの意識を深め、主体的に活動へ参加するこ
とで自身への理解を深め自己肯定感を取り戻す。

課　題
開発による都市化が進み環境問題が喫緊の課題であ
るネパールだが、タハ市においても環境の保全につ
いて何ら対策が取られていない。

目　標
地域全体で里山の景観を保全し、持続可能な里山を
維持していくため、エコツーリズムをとおして地域
が活性化する基盤づくりを行う。

〒870-0879
大分県大分市金谷迫1052-6
電話：070-4480-1328
E-mail：minnnanogakkou@gmail.com
HP：http://min-nano.2-d.jp/

〒247-0063
神奈川県鎌倉市梶原3丁目18-10
電話：080-7968-0059
E-mail：lgjkamakura@nifty.com
HP：http://lovegreenjapan.org/

廃材ブランコを作る廃材ブランコを作る

野ざらしのゴミ集積場を分別場へと改修中野ざらしのゴミ集積場を分別場へと改修中

生き物みつけたよ生き物みつけたよ

コンポスト研修コンポスト研修

子どもたちが主体的に学べる環境をつくるために、施設と人材面の拡充を予定。ま
た大分県のフリースクールとの連携や協議会設立で民間の学ぶ機会の確保や資質
向上を図る。

清掃活動を行うローカルグループのモチベーションを維持するため、主体間の
ネットワークを構築し、「自然を保全することにより地域が発展する」という構図
を活動を通して示したい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
参加者とこちら側のコンセンサスを
とることに苦労した。日常的に活動
に参加する意義をこちら側も言語化
する必要を感じた。

■工夫した点
施設を充実させることで活動面の幅
が広がった。またボランティアメン
バーの育成と募集をすることで作り
手が増えた。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響により、
スケジュール調整や現場の把握に苦
労した。

■工夫した点
新型コロナウイルス感染症対策によ
り、研修やプログラム時に大人数で
の開催にならないように、回数を増
やし小規模で行った。
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